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F病院

氏名 女 生年月日 18 日

受付場所

1

受付日 令和 阿波　徳子受付：ケアプランセンター14

日

1昭和性別A

ⅠB2 認知症高齢者の日常生活自立度

［生活歴］
夫とは職場（市役所）で出会い、勤務2年後
に結婚し退職。結婚後はずっと専業主婦。夫
は定年まで勤めた。子どもに恵まれず、夫婦
2人の生活を続けてきた。
趣味の生け花を楽しみ、部屋に飾り、自宅で
お弟子さんを10人程度とっていた。現住所
には、退職後に移り住んでいる。

［主治医］
F・F（F病院）
［内服薬］
眠剤（就寝時）
鎮痛座薬（疼痛時）

［経過・病歴等］
数年前から食が細くなったが、歳のせいだと
思っていた。1か月ほど前に、食べても戻し
てしまうため、かかりつけ医に相談。紹介で
F病院を受診し、検査の結果、胃がんの末期
と診断され、告知を受けている。食事はわず
かしか摂れなくなり、衰弱してきている。

TEL 123-456-7890徳島市末広２丁目１番８０号

［相談内容］
がん末期で入院中であるが、退院して在宅での最期を望んでいるので、支援をしてほし
い。
［本人・家族の要望］
本人：夫の母親の入院中の出来事（がんで入院治療）から、自分の最期は自宅で延命処置
せずに迎えたいと夫に希望を伝えていた。思うように食べられないが、自宅で好きなもの
を少しずつでも食べてゆっくりしたい。
夫：妻の希望どおり自宅で介護し、最期を看取りたいと思っている。
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新規利用。在宅の看取り希望のため

国民年金、共済年金　月額約8万円
後期高齢者医療

なし
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受付経緯 F病院MSWより退院調整にて依頼
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